




胎児が分娩という stress に耐えうるか否かを検定することは,周産期管理において最も重

要な課題の一つである。一見臨床的には正常でも,重症の Fetal distress を発症すること

もあれば,臨床的にFetal distressが予想される例においても意外にSmoothな分娩に終わ

ることもある。ハイリスク症例においては,NST,OCT等による分娩予後を判定する方法がと

られているが,全症例を対象としたスクリーニング検査としては不適当である。スクリーニ

ング的検査によって分娩時の Fetal distress が予想できれば,分娩管理が一段と向上し,

児の予後が一層改善されると思われる。そこで多項目の胎児胎盤系機能検査によって,どれ

だけ分娩時の児の異常が予知されうるかを検討した。 


